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道　標

教
区
墓
地
の
現
状

一
九
五
六
年
に
県
知
事
の
許

可
を
得
た
教
区
墓
地
「
カ
ト
リ

ッ
ク
唐
湊
墓
地
」
も
、
開
設
か

ら
六
十
年
近
く
が
経
過
し
た
。

開
設
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
一

九
五
八
年
に
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク

唐
湊
墓
地
使
用
規
約
」
が
制
定

さ
れ
、
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い

た
墓
地
委
員
会
が
墓
地
の
運
営

管
理
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い

た
。長

年
継
続
さ
れ
て
い
た
墓
地

委
員
会
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九

九
年
二
月
の
墓
地
委
員
会
議
事

録
を
最
後
に
会
議
が
開
か
れ
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
原

因
は
、
鹿
児
島
市
内
の
六
教
会

か
ら
の
信
徒
代
表
で
構
成
さ
れ

て
い
た
委
員
会
が
、
メ
ン
バ
ー

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
活
動
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
。

ま
た
活
動
で
き
な
く
な
っ
た
人

に
代
わ
る
委
員
の
選
出
を
行
わ

な
か
っ
た
た
め
で
、
委
員
会
は

自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
現

在
、
墓
地
委
員
と
し
て
活
動
が

あ
る
の
は
谷
山
教
会
だ
け
。
他

の
小
教
区
で
は
会

計
・
事
務
担
当
者
が

年
に
一
度
の
「
墓
地

管
理
費
」
を
徴
収
し

て
い
る
だ
け
に
留
ま

っ
て
い
る
。

各
小
教
区
の
墓
地

委
員
と
教
区
墓
地
委

員
会
の
活
動
が
停
止

し
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
近
年
、
次
の
よ

う
な
弊
害
が
起
こ
っ

て
い
る
。

①
墓
地
所
有
者
と

の
連
絡
が
取
り
に
く

く
な
り
、
そ
の
情
報

が
得
ら
れ
な
く
な
っ

た
。例

え
ば
墓
地
所
有

者
が
死
亡
し
た
際
、
墓
地
の
継

承
手
続
き
が
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
。②

墓
地
所
有
者
は
受
洗
し
て

い
た
が
、
そ
の
家
族
は
未
洗
者

で
あ
る
た
め
、
教
区
（
教
会
）

と
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

③
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
墓
地
管
理
費
を
徴

収
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
。

現
在
、
教
区
墓
地
に
四
百
十

三
あ
る
区
画
に
三
百
六
十
五
の

墓
石
が
立
っ
て
い
る
。

そ
の
内
訳
は
ザ
ビ
エ
ル
教
会

（
七
二
）、鴨
池
教
会（
一
〇
五
）、

谷
山
教
会
（
四
八
）、
吉
野
教

会
（
二
九
）、
紫
原
教
会
（
二

六
）、
玉
里
教
会
（
一
四
）、
そ

の
他
（
七
一
）。

墓
地
所
有
者
全
員
が
管
理
費

を
納
入
し
た
場
合
、
管
理
費
収

入
は
年
に
百
万
を
超
え
る
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
実
際
の
納
入

額
は
そ
の
八
割
に
満
た
な
い
。

（
19
人
）、
聖
心
（
8
人
）、
大

笠
利
（
10
人
）
な
ど
四
十
三
人

見
つ
か
っ
た
た
め
、
八
千
七
百

人
（
一
昨
年
は
八
千
七
百
八
十

二
人
）
と
な
っ
た
。

昨
年
一
年
に
亡
く
な
っ
た
方

は
百
二
十
人
。
一
昨
年
よ
り
十

五
人
少
な
か
っ
た
の
に
信
徒
数

が
減
っ
て
い
る
の
は
、
受
洗
者

数
の
減
（
二
十
五
人
）
が
大
き

い
。
求
道
者
の
数
も
一
昨
年
に

比
べ
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
司
祭
、
信
徒
が
一
体
と
な

っ
た
宣
教
の
在
り
方
を
考
え
る

急
が
れ
る
墓
地
委
員
会
の
再
興

カ
ト
リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に

七
百
二
十
六
の
計
九
千
百
三
十

五
人
で
、
一
昨
年
よ
り
三
十
九

人
減
と
な
っ
て
い
る
。

信
徒
総
数
か
ら
居
所
不
明
者

を
差
し
引
い
た
信
徒
実
数
は
、

居
所
不
明
者
が
新
た
に
種
子
島

必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

ま
た
教
会
学
校
に
も
小
教
区

の
取
り
組
み
が
よ
く
表
現
さ
れ

て
い
る
。
主
任
司
祭
の
交
代
等

に
よ
っ
て
教
会
学
校
自
体
が
消

滅
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

数
が
増
減
す
る
か
ら
で
あ
る
。

因
に
昨
年
は
一
昨
年
に
比
べ
て

二
十
七
人
の
子
ど
も
の
姿
が
教

会
学
校
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
て

い
る
。

毎
年
気
に
な
る
ミ
サ
の
参
加

率
は
二
十
五
％
と
こ
こ
数
年
変

化
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
所

在
の
明
ら
か
な
信
徒
の
う
ち
主

日
の
ミ
サ
に
参
列
す
る
の
は
四

人
に
一
人
と
い
う
こ
と
。
こ
の

数
が
「
正
常
で
あ
る
の
か
」、

「
寂
し
い
も
の
で
あ
る
の
か
」

一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

【
二
面
に
統
計
表
】

死
者
の
月
に
あ
た
り
、
教
区
墓
地
（
唐
湊
墓
地
＝
鹿
児
島
市
唐
湊
）
と
奄
美
大
島
の
納
骨
堂
前
広

場
（
奄
美
市
名
瀬
永
田
町
）
で
は
二
日
（
日
）
の
死
者
の
日
に
、
亡
く
な
っ
た
人
の
た
め
に
ミ
サ
を

さ
さ
げ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
名
瀬
納
骨
堂
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
会
が
十
分

に
機
能
し
て
い
る
奄
美
の
場
合
は
問
題
な
い
が
、
そ
れ
が
自
然
消
滅
し
て
い
る
教
区
墓
地
で
は
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
死
者
の
月
に
あ
た
り
、
教
区
墓
地
の
現
状
を
振
り
返
り
た
い
。

特
に
小
教
区
に
納
入
せ
ず
、
教

区
本
部
と
直
接
連
絡
を
取
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
所
有
者
百
四

十
人
は
、
す
で
に
そ
の
半
数
の

七
十
人
あ
ま
り
は
転
居
や
何
ら

か
の
事
情
で
そ
の
行
方
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
今
年
の
九
月
に

開
催
さ
れ
た
教
区
評
議
会
で
テ

ー
マ
と
な
っ
た
「
班
制
度
」
が

そ
の
目
的
を
十
分
に
果
た
し
て

い
れ
ば
、
こ
う
い
う
問
題
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
い
っ
た
反
省
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
事
態
を

改
善
す
る
た
め
に
も
墓
地
委
員

会
を
再
興
し
、
何
ら
か
の
手
立

て
を
講
じ
る
な
け
れ
ば
、将
来
、

教
区
が
墓
地
経
営
を
継
続
し
て

行
く
の
が
困
難
と
な
る
。
一
日

も
早
い
、
墓
地
委
員
会
の
招
集

が
期
待
さ
れ
る
。

二
〇
一
三
年
十
二
月
三
十
一

日
現
在
の
鹿
児
島
教
区
教
会
現

勢
報
告
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
昨
年
の
鹿

児
島
教
区
の
信
徒
数
は
男
性
が

三
千
四
百
九
人
、
女
性
が
五
千

人
は
そ
の
人
生
の
旅
路
の

終
わ
り
に
何
を
思
う
の
で
し

ょ
う
。

そ
の
脳
裏
に
去
来
す
る
の

は
、
旅
路
の
道
連
れ
と
し
て

寄
り
添
い
、
共
に
歩
ん
で
く

れ
た
人
た
ち
の
こ
と
で
は
な
い

か
、
と
思
う
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
者
は
、

そ
の
生
涯
に
復
活
の
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
が
共
に
居
て
下
さ
る
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

具
体
的
に
日
々
の
生
活
の
中
で
「
か
か
わ

り
」
を
持
っ
た
人
た
ち
を
通
し
て
分
か
る

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
、
ど
ん
な
に
煩
わ
し
く
と
も
、

や
は
り
、
脆
く
、
弱
く
、
呆
気
な
い
ほ
ど

に
壊
れ
や
す
い
存
在
で
あ
る
人
間
が
い
と

お
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
生
き
る
こ
と
に
よ
り
、
人
生
を
味

わ
い
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

最
愛
の
人
を
喪
っ
て
生
き
る
こ
と
の
悲

し
み
、
辛
さ
は
、
そ
の
人
が
、
自
分
の
人

生
の
「
記
憶
」
を
共
有
す
る
人
だ
か
ら
こ

そ
で
す
。

死
別
に
よ
っ
て
、
亡
き
愛
す
る
人
と
共

有
し
て
い
る
大
切
な
記
憶
の
半
分
が
失
わ

れ
て
ゆ
く
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
、
大
切

な
人
生
の
一
部
分
が
は
ぎ
取
ら
れ
る
こ
と

に
等
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
が
と
て
も
辛

い
こ
と
な
の
で
す
。

で
も
、
そ
れ
は
互
い
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
い
生
き
て
き
た
「
証
」
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
死
別
の
悲
し
み

を
受
容
す
る
助
け
と
な
り
ま
す
。

今
月
は
「
死
者
の
月
」
と
し
て
亡
く
な

っ
た
愛
す
る
人
の
た
め
に
永
遠
の
安

息
を
祈
り
ま
す
。

祈
り
に
合
わ
せ
て
、
亡
き
人
の
思

い
出
を
語
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

み
ん
な
の
記
憶
に
残
る
亡
き
愛
す
る
人

の
思
い
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
深
い

意
味
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

亡
き
愛
す
る
人
と
共
に
生
き
た
「
証
」

が
魂
の
礎
に
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
る

か
ら
で
す
。

（
玉
里
教
会
主
任
司
祭
・
小
隈
憲
士
）

パン種

死

者

の

月

に

思

う

福者レオ税所七右衛門

殉 教 祭
2014年11月16日（日）

プログラム
12：30　集合（京泊教会跡地）
13：00　祈りと聖歌

※川内教会へ移動
14：50　セレモニー
15：00　殉教記念ミサ
16：00　殉教地巡礼
17：00　解散

主催：カトリック鹿児島司教区

毎年唐湊墓地でささげられる死者のためのミサ

信
徒
総
数
は
九
千
百
三
十
五
人

二
〇
一
三
年
教
区
現
勢
報
告

イルダヤラジ神父の

ヨガ黙想会

12月7日（日）
9時30分〜16時

場　所：マリア山荘
参加費：1000円

℡0995（58）2994
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自
身
を
婚
宴
の
中
心
で
あ
る
花

婿
に
た
と
え
て
い
る
の
で
す

（
マ
タ
イ
九
・
15
並
行
）。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
神
の

国
の
教
え
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
が

世
界
の
中
心
と
な
る
、
と
い
う

当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
政
治
的

な
期
待
に
反
す
る
も
の
で
し
た

（
Ⅱ
サ
ム
エ
ル
七
・
12
〜
13
）。

イ
エ
ス
様
が
説
く
神
の
国
に

は
政
治
的
な
意
図
は
ま
っ
た
く

な
く
、
そ
の
教
え
は
ま
さ
に
古

い
教
え
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
新
し

い
布
切
れ
で
あ
り
、
新
し
い
ぶ

ど
う
酒
だ
っ
た
の
で
す
（
マ
タ

イ
九
・
16
〜
17
並
行
、
Ⅰ
コ
リ

ン
ト
二
・
9
）。

実
に
神
の
国
の
福
音
と
は
神

様
が
イ
エ
ス
様
を
通
じ
て
語
り

給
う
た
も
の
、
即
ち
、
神
様
の

イ
エ
ス
様
を
通
じ
た
自
己
表
現

と
言
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
こ

の
こ
と
を
知
っ
た
人
間
は
何
ら

か
の
反
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で

す
。こ

の
人
間
の
応
答
と
は
、
ま

ず
、
悔
い
改
め
る
こ
と
で
す

（
マ
ル
コ
一
・
15
並
行
）。次
に
、

幼
子
の
よ
う
に
神
の
国
を
信
じ

求
め
る
こ
と
で
す
（
マ
タ
イ
十

九
・
13
〜
15
並
行
）。
実
に
、

神
の
国
の
前
で
は
従
来
の
こ
の

世
的
な
価
値
観
は
ま
っ
た
く
意

味
を
な
さ
な
い
の
で
す
（
マ
タ

キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
観
を
踏

ま
え
る
と
福
音
の
中
心
は
神
の

国
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
様
を
通

じ
て
神
の
国
が
実
現
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
私
た
ち
が
救
わ
れ
る

こ
と
が
福
音
の
目
的
な
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
神
の
国
の
到

来
と
は
神
の
裁
き
で
は
な
く
救

い
を
意
味
し
ま
す
。
こ
こ
に
洗

礼
者
ヨ
ハ
ネ
と
イ
エ
ス
様
が
宣

べ
伝
え
た
も
の
と
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
は
神
の
国
の

到
来
は
神
の
怒
り
と
共
に
訪
れ

る
こ
と
か
ら
悔
い
改
め
を
求
め

ま
す
（
マ
タ
イ
三
・
2
〜
3
並

行
）。
こ
れ
に
対
し
て
イ
エ
ス

様
は
神
の
国
が
ご
自
分
と
共
に

到
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
悔
い

改
め
を
求
め
る
の
で
す
（
マ
ル

コ
一
・
15
並
行
）。
神
の
国
と

は
イ
エ
ス
様
の
現
存
と
不
可
分

の
関
係
に
あ
り
ま
す
（
ル
カ

四
・
21
、
十
一
・
20
並
行
）。

こ
の
こ
と
か
ら
イ
エ
ス
様
は
ご

イ
十
三
・
44
〜
45
）。
確
か
に
、

現
実
を
見
れ
ば
神
の
国
が
実
現

す
る
な
ど
と
は
思
え
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
生
活
の

中
で
ほ
ん
の
少
し
で
も
御
言
葉

を
生
き
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
神
の
国
は
到
来
し
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
か
ら
し
種
の
た
と
え

が
語
る
よ
う
に
、
神
の
国
と
は

始
ま
り
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
後

に
大
き
く
成
長

す
る
も
の
だ
か

ら
で
す
（
マ
タ

イ
十
三
・
31
〜

35
並
行
）。

鈴
木
神
父
の
や
さ
し
い
み
言
葉

神

の

国

の

使

信

司　　教 2人
教区司祭（日本人） 21人
教区司祭（外国人） 5人
教区終身助祭 6人
宣教・修道司祭（日本人） 9人
宣教・修道司祭（外国人） 8人
修道士（日本人） 2人
修道士（外国人） 3人
修道女（日本人） 122人
修道女（外国人） 16人
女子修練者 3人
教区大神学生 6人
男子一般信徒 3,409人
女子一般信徒 5,726人
信徒合計 9,135人

小教区数 29
巡回教会 41
集会所 1
幼稚園（2,352人） 21
中学校（717人） 3
高等学校（1,165人） 3
短期大学（557人） 1
大　　学（681人） 1
保育所 3
その他児童福祉事業 3
老人ホーム 3
その他老人福祉事業 11
その他社会福祉事業 11

2013年　鹿児島教区教会現勢報告
FBBとりなし全国大会

in Kagoshima

11月22日（土）10時　　　開始ミサ
（郡山司教司式）

11月23日（日）15時30分　閉　会

場　　所：ザビエル教会
主　　催：愛の泉・FBB Sr.スティファン
担当司祭：サントス神父
顧　　問：郡山司教
※どなたでも、どんなグループでも出席で

きます。出席して下さる方はロザリオを
お持ち下さい。

問 合 先：迫田フミ　℡099-229-3975
Ｅメール　mak-s.fu3@purple.or.jp
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1
日
（
土
）
諸
聖
人

2
日
（
日
）
死
者
の
日

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
ミ
サ
・
14
時

▼
奄
美
大
島
地
区
死
者
ミ
サ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
納
骨
堂
前

広
場
（
雨
天
時
は
聖
心
教
会
）
・
11
時

8
日
（
土
）
宣
教
学
校
・
谷
山
教
会
・
13
時
30
分

9
日
（
日
）
ラ
テ
ラ
ン
教
会
の
献
堂

10
日
（
月
）
ガ
ブ
リ
エ
ル
神
父
命
日
（
一
九
七
八
年
）

15
日
（
土
）
パ
ー
ド
レ
ピ
オ
の
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
13
時

16
日
（
日
）
年
間
第
三
十
三
主
日

▼
福
者
レ
オ
税
所
七
右
衛
門
殉
教
祭
・
京
泊
教
会
跡
地

及
び
川
内
教
会
・
13
時

▼
聖
書
週
間
・
〜
23
日

18
日
（
火
）
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

▼
奄
美
地
区
例
会

20
日
（
木
）
三
木
巌
神
父
命
日
（
二
〇
〇
〇
年
）

23
日
（
日
）
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

24
日
（
月
）「
没
後
三
百
年
」
シ
ド
ッ
チ
祭
・
屋
久
島
教
会
・
13
時

25
日
（
火
）
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
総
会
・
〜
27
日

29
日
（
土
）
オ
ル
ガ
ン
奏
者
研
修
会
・
鴨
池
教
会
・
13
時
30
分

30
日
（
日
）
待
降
節
第
一
主
日

▼
徳
之
島
教
会
堅
信
式

祈
り
の
意
向

【
ノ
ベ
ナ
】
「
福
者
レ
オ
祭
」（
16
日
）
を
前
に
一
人
ひ
と
り
が
自

分
に
従
う
の
で
な
く
、
神
の
望
み
を
生
き
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
（
8
日
〜
16
日
）

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
世
界
共
通

・
孤
独
な
人

宣
　
　
　
教

・
神
学
生
と
修
道
者
の
指
導
者

日
本
の
教
会

・
ア
ジ
ア
の
教
会

会

と

催

し

（
11
月
）

は
軍
艦
が
船
隊
を
組
ん
で
並
ん

で
い
ま
し
た
。
戦
艦
「
大
和
」

の
護
衛
艦
だ
と
、
後
に
聞
き
ま

し
た
。
こ
ん
な
影
響
で
、
私
は

大
き
く
な
っ
た
ら
海
軍
の
兵
隊

さ
ん
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を

た
。
そ
し
て
最
後
に
賛
美
歌

「
風
か
お
る
丘
」
を
全
員
で
歌

い
、
散
会
し
ま
し
た
。

以
下
は
、私
の
思
い
出
で
す
。

戦
前
・
戦
後
の
思
い
出

鴨
池
教
会
　
里
　
隆
司

私
は
、
旧
名
瀬
市
大
熊
で
生

ま
れ
、
育
ち
ま
し
た
。
大
熊
港

は
天
然
の
良
港
で
、
港
入
口
に

九
月
七
日
（
日
）
鴨
池
教
会

で
敬
老
者
の
た
め
の
ミ
サ
が
さ

さ
げ
ら
れ
、
人
生
の
大
先
輩
方

三
十
一
人
が
出
席
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

出
席
し
て
下
さ
っ
た
方
々

は
、
ミ
サ
の
中
で
主
任
司
祭
の

泉
神
父
様
か
ら
祝
福
し
て
頂

き
、
ま
た
田
畑
信
徒
会
長
か
ら

励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
ミ
サ
後

は
祝
賀
会
と
な
り
、
総
勢

八
十
人
が
集
う
中
で
、
獅

子
目
信
徒
副
会
長
の
乾
杯

の
発
声
で
婦
人
会
の
「
お

も
て
な
し
料
理
」
に
よ
る

祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
戦
後
の
教

会
の
役
割
、
信
仰
生
活
に

つ
い
て
、
私
・
里
が
話
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
出
席
し
て
下

さ
っ
た
田
原
神
父
様
は
、

鴨
池
教
会
建
設
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
、
貴
重
な
お

話
を
し
て
下
さ
い
ま
し

持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
戦
況
は
悪
化
し
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
闘
機
が
偵
察

飛
行
を
し
て
い
た
こ
と
を
か
す

か
に
覚
え
て
い
ま
す
。

戦
後
は
進
駐
軍
が
入
っ
て
き

ま
し
た
。
お
菓
子
を
い
っ
ぱ
い

頂
き
ま
し
た
。
優
し
い
人
た
ち

で
し
た
。

教
会
は
敷
地
が
広
く
、
子
ど

も
の
集
ま
る
場
所
で
も
あ
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
よ
く
野
球
を

し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し

て
夕
の
祈
り
、
朝
の
祈
り
を
き

ち
ん
と
唱
え
、
ミ
サ
に
も
毎
日

あ
ず
か
り
ま
し
た
。町
に
は
朝
、

昼
、
夕
と
教
会
の
鐘
が
鳴
り
響

き
、
そ
の
鐘
の
音
が
人
々
の
心

を
慰
め
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
、
樵
、
漁
師
、
紬
を
織

る
人
、
勤
め
人
な
ど
み
ん
な
の

心
の
拠
り
所
だ
っ
た
よ
う
で

す
。ま

た
教
会
は
広
い
意
味
で
勉

強
を
教
え
る
場
所
で
も
あ
り
ま

し
た
。
年
長
者
が
年
少
者
に
教

え
る
と
い
う
具
合
で
、
教
会
の

存
在
は
大
き
い
も
の
で
し
た
。

今
日
は
、
敬
老
ミ
サ
に
招
待

し
て
下
さ
り
、
そ
し
て
お
祝
い

ま
で
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

先
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
二
週
間
、
バ

チ
カ
ン
で
シ
ノ
ド
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ノ
ド
ス
と
は
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
等
で
読
ん
だ
こ

と
の
あ
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
世
界
代

表
司
教
会
議
の
こ
と
で
、
各
国
の
司
教
団
を
代

表
す
る
司
教
が
参
加
す
る
会
議
、
四
年
に
一
度

開
か
れ
ま
す
。
十
四
回
目
と
な
る
今
年
の
テ
ー

マ
は
家
庭
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
第
一
回
目
は
第
二
バ
チ
カ
ン
公

会
議
が
終
わ
っ
た
二
年
後
の
一
九
六
七
年
九
月

二
十
九
日
〜
十
月
二
十
九
日
の
一
か
月
間
に
わ

た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。「
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の

維
持
と
強
化
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
八
〇
年
に
開
か
れ
た
シ
ノ

ド
ス
の
テ
ー
マ
も
家
庭
で
し
た
。
そ
し
て
、「
今

日
の
世
界
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
家
庭
の
役

割
」
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と

に
出
さ
れ
た
使
徒
的
勧
告
が
「
家
庭
―
愛
と
命

の
き
ず
な
」（
ペ
ト
ロ
文
庫
）
で
す
。

し
か
し
、
三
十
四
年
後
の
今
年
の
シ
ノ
ド
ス

は
、
前
回
と
か
な
り
違
う
色
合
い
の
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
今
回
の
シ
ノ
ド
ス

で
は
、
同
性
同
士
の
婚
姻
や
離
婚
の
諸
問
題
な

ど
こ
れ
ま
で
教
会
が
直
接
取
り
上
げ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
こ
と
が
ら
に
対
し
て
も
討
議
が
な
さ

れ
た
か
ら
で
す
。
今
回
も
、
会
議
終
了
後
に
、

や
は
り
使
徒
的
勧
告
が
出
版
さ
れ
ま
す
が
、
ど

ん
な
内
容
の
も
の
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
。

こ
う
し
た
教
会
の
動
き
を
促
し
て
い
る
の
は

も
ち
ろ
ん
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
で
す
。
状
況
設

定
は
ま
っ
た
く
違
う
の
で
す
が
、
二
千
年
前
、

神
の
国
建
設
の
た
め
に
社
会
の
現
実
に
直
面
し
、

一
般
民
衆
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う
に
臆
す
る
こ

と
な
く
形
式
化
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
批
判
を
展
開
さ

れ
た
イ
エ
ス
様
の
姿
が
蘇
り
ま
す
。

福
音
の
価
値
観
を
体
現
し
、
自
ら
先
頭
に
立

っ
て
教
会
刷
新
に
取
り
組
む
教
皇
様
の
姿
に
共

感
す
る
と
と
も
に
大
き
な
希
望
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
指
導
者
を

頂
い
た
教
会
と
い
う
大
き
な

羊
の
群
れ
の
一
人
で
あ
る
こ

と
を
誇
ら
し
く
感
じ
る
こ
の

頃
で
す
。

司
教
執
務
室
便
り

シ
ノ
ド
ス
に
思
う

人
生
の
大
先
輩
と
共
に
祈
る

鴨
池
教
会
で
敬
老
の
ミ
サ

日本カテキスタ会信仰養成長崎講座
テーマ：「教会憲章」
日　時：11月23日（日）13時〜24日（月）12時
会　場：長崎大司教区カトリックセンター

23日（日）13：30～17：15
第一講話　髙見 三明大司教 （長崎大司教区）

※第一章「教会の神秘」と第二章「神の民」につ
いて

第二講話 佐々木 博神父（仙台教区司祭）
※第三章「教会の位階的構成、とくに司教職につ

いて」 
24日（月）9：00～12：00

第三講話　小西 広志神父（フランシスコ会）
※第四章「信徒」について 

申込／問合：ＮＣＫ（日本カテキスタ会）事務局
Ｅメール　nckkate@gmail.com

▼
伊
集
院
徒
歩
巡
礼

九
月
二
十
八
日
（
日
）
青
年

会
主
催
に
よ
る
徒
歩
巡
礼
が
あ

っ
た
。
参
加
し
た
の
は
郡
山
司

教
と
十
一
人
の
猛
者
た
ち
。

一
行
は
ザ
ビ
エ
ル
教
会
か
ら

伊
集
院
一
宇
治
城
ま
で
の
二
十

四
キ
ロ
の
道
程
を
島
津
貴
久
に

宣
教
の
許

可
を
求
め

て
歩
み
を

進
め
た
ザ

ビ
エ
ル
の

心
に
倣
お

う
と
祈
り

な
が
ら
巡

礼
し
た
。
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Ⅰ
テ
ー
マ
設
定
の
理
由
に
つ

い
て導

入
さ
れ
て
か
ら
三
十
年
に

な
る
班
制
度
。
お
そ
ら
く
本
土

の
人
は
「
今
、
な
ぜ
班
制
度
に

つ
い
て
考
え
る
の
か
？
」
と
思

う
だ
ろ
う
。
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
四
年
前
に
奄
美
大
島
に

行
っ
た
時
だ
っ
た
。
名
瀬
聖
心

教
会
へ
赴
任
し
て
以
来
、
こ
こ

は
班
制
度
を
理
解
し
て
い
な
い

と
感
じ
た
。
司
牧
評
議
会
規
約

は
そ
れ
と
し
て
正
し
い
が
、
運

用
の
点
で
班
長
が
存
在
感
を
示

し
て
い
な
か
っ
た
。
現
実
を
批

判
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

検
証
し
て
、
質
問
を
受
け
な
が

ら
、
班
制
度
で
浮
き
彫
り
に
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
共

有
し
た
い
。

今
日
、
私
が
班
制
度
に
つ
い

て
話
す
の
は
、
班
制
度
は
三
十

年
前
、
全
教
区
統
一
で
導
入
さ

れ
た
教
区
の
根
本
的
な
制
度
で

あ
り
、
小
教
区
の
宣
教
司
牧
を

支
え
る
土
台
で
あ
る
こ
と
。
班

制
度
が
目
指
し
た
も
の
が
今
本

当
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。
廃

止
し
な
い
方
が
良
い
。
今
だ
か

ら
こ
そ
共
同
体
の
た
め
に
も
、

宣
教
の
た
め
に
も
取
り
組
む
価

値
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
三
つ
の
部
分
で
話

を
し
た
い
。
一
番
目
に
我
々
が

思
っ
て
い
る
班
制
度
は
何
だ
っ

た
か
。
二
番
目
に
聖
心
教
会
に

お
け
る
班
制
度
は
ど
の
よ
う
に

運
用
さ
れ
て
い
た
か
。
三
番
目

に
そ
れ
で
も
班
制
度
は
意
味
が

あ
る
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は

今
も
な
く
、
今
で
も
使
う
価
値

が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
　

Ⅱ
鹿
児
島
教
区
が
小
教
区
司

牧
評
議
会
で
目
指
し
た
も
の

班
制
度
と
は
何
で
あ
っ
た
か

を
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て

説
明
し
た
い
。

（
１
）
班
制
度
・
小
教
区
司

牧
評
議
会
は
三
十
年
前
（
一
九

八
二
年
）、
第
二
バ
チ
カ
ン
公

会
議
の
要
請
を
受
け
、
当
時
の

糸
永
真
一
司
教
と
司
祭
団
が
一

体
に
な
っ
て
決
め
た
鹿
児
島
教

区
に
お
け
る
司
牧
宣
教
の
根
幹

を
な
す
制
度
で
あ
る
。
班
制
度

は
班
地
域
の
信
徒
の
交
わ
り
を

目
的
と
し
、
班
分
け
は
地
域
性

を
考
え
、
小
さ
く
分
け
た
方
が

よ
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
評
議

会
に
よ
っ
て
小
教
区
が
生
き
た

共
同
体
に
な
り
、
ど
ん
な
信
者

も
教
会
運
営
に
参
加
し
て
い
る

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
、
例

え
ば
壮
年
会
・
婦
人
会
が
中
心

と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

（
２
）
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
の
中
で
「
小
教
区
は
教
区
の

細
胞
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
班
は
小
教
区
の

細
胞
」
で
あ
り
、
小
教
区
の
基

礎
共
同
体
あ
る
い
は
細
胞
と
し

て
宣
教
・
司
牧
の
役
割
を
担

う
。（

３
）
教
会
憲
章
37
番
に
あ

る
よ
う
に
、
信
徒
は
神
の
こ
と

た
。
つ
ま
り
、
信
徒
使
徒
職
団

体
の
活
動
と
小
教
区
活
動
が
一

体
化
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は

司
牧
評
議
会
と
班
制
度
の
精
神

を
逸
脱
し
て
い
た
。

❷
そ
の
原
因

小
教
区
司
牧
評
議
会
で
企

画
・
決
定
し
た
行
事
が
婦
人

会
・
壮
年
会
に
丸
投
げ
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
信
徒
総
代
か

ら
の
指
示
系
統
と
は
別
に
、
委

託
さ
れ
た
婦
人
会
・
壮
年
会
か

ら
の
指
示
系
統
が
生
じ
る
、
或

い
は
後
者
か
ら
の
み
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
班
長

は
責
任
感
を
持
た
ず
脇
役
と
な

り
霞
ん
で
見
え
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
た
。

❸
行
事
の
教
会

班
と
班
長
よ
り
も
信
徒
使
徒

職
団
体
の
主
体
性
と
責
任
が
強

く
な
る
と
、
教
会
は
行
事
の
教

会
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
班
の

使
命
で
あ
る
「
お
互
い
に
知
り

合
い
、
理
解
し
合
い
、
交
わ
り

を
深
め
て
寄
り
添
う
」
こ
と
を

し
な
く
な
る
。
班
長
を
主
体
に

し
た
教
会
運
営
に
な
ら
ず
、
司

牧
評
議
会
本
来
の
姿
か
ら
外
れ

て
お
り
、
そ
れ
で
は
全
員
参
加

の
教
会
に
は
な
ら
な
い
。

❹
司
牧
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー

設
立
当
初
か
ら
壮
年
会
・
婦

人
会
・
青
年
会
の
各
代
表
が
入

ば
と
秘
跡
の
助
け
を
受
け
る
権

利
を
有
し
、
同
時
に
自
分
の
必

要
と
望
み
を
牧
者
に
表
明
す
べ

き
で
あ
る
。
聖
な
る
牧
者
は
信

徒
の
地
位
と
責
任
を
認
め
、
ま

た
こ
れ
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
が
基
本
に
な

っ
て
お
り
、
小
教
区
司
牧
評
議

会
は
同
じ
小
教
区
教
会
の
司
祭

と
信
徒
の
対
話
と
分
か
ち
合
い

の
公
的
か
つ
正
式
な
機
関
で
あ

る
。（

４
）
教
会
憲
章
4
番
に

「
全
教
会
は
『
父
と
子
と
聖
霊

の
一
致
に
基
づ
い
て
一
つ
に
集

め
ら
れ
た
民
』と
し
て
現
れ
る
」

と
あ
る
。
教
会
は
三
位
一
体
の

神
に
よ
っ
て
一
つ
に
集
め
ら
れ

た
神
の
民
、
宣
教
は
人
類
を
一

つ
に
集
め
る
活
動
、
司
牧
は
そ

の
民
を
一
つ
に
す
る
働
き
と
で

も
言
え
る
。
教
会
を
支
え
る
精

神
は
、
交
わ
り
、
対
話
、
奉
仕
、

貧
し
さ
、
共
同
体
、
団
体
性
、

多
様
性
の
中
の
一
致
、
補
完
性

な
ど
で
あ
る
。
小
教
区
司
牧
評

議
会
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
が
示
し
た
こ
の
教
会
観
に
基

づ
く
一
つ
の
実
践
で
あ
る
。

（
５
）
教
区
評
議
会
が
司
教

主
導
型
で
あ
る
よ
う
に
、
小
教

区
司
牧
評
議
会
は
司
祭
主
導
型

で
あ
る
。
信
徒
主
導
型
の
信
徒

使
徒
職
の
会
と
は
区
別
さ
れ

る
。（

６
）
小
教
区
司
牧
評
議
会

の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
班
員
を
代

表
す
る
班
長
で
あ
る
。

Ⅲ
名
瀬
聖
心
教
会
司
牧
評
議

会
の
課
題
と
軌
道
修
正

❶
名
瀬
聖
心
教
会
の
実
態

こ
れ
ま
で
名
瀬
聖
心
教
会
、

及
び
奄
美
地
区
の
小
教
区
で

は
、
小
教
区
の
活
動
が
婦
人

会
・
壮
年
会
の
活
動
で
あ
っ

私
の
召
命

こ
の
た
び
の

召
命
、
い
ま
だ

信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
人
間
に
は

計
り
知
れ
な
い

神
さ
ま
の
ご
計

画
を
思
う
ば
か

り
…
。
こ
れ
ま

で
司
祭
と
い
う

生
き
方
を
考
え

た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
自
ら

望
ん
で
な
る
も

の
で
は
な
い
」

「
な
れ
る
も
の
で

も
な
い
」「
な
る

べ
き
で
は
な
い
」

「
自
ら
望
む
な
ど
、
傲
慢
と
思

う
」
…
。

ラ
テ
ン
語
「vocatio

」（
召

命
）
の
原
義
は
「
呼
ぶ
こ
と
」

「
招
く
こ
と
」。
行
為
の
主
体
は

常
に
呼
び
か
け
招
く
側
に
あ
り

ま
す
。
呼
び
か
け
ら
れ
招
か
れ

る
側
に
は
あ
り
ま
せ
ん
、
客
体

に
過
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
。

昨
秋
、
奄
美
大
島
地
区
信
徒

大
会
の
折
、
鹿
児
島
教
区
の
司

教
様
と
初
め
て
面
談
し
ま
し

た
。
司
教
様
は
「
こ
れ
か
ら
は

文
筆
で
な
く
、
祭
壇
で
活
躍
し

て
欲
し
い
」
と
。
晴
天
の
霹
靂

の
よ
う
に
聞
き
ま
し
た
。

準
備
す
る
間
も
な
く
、
受
か

る
気
遣
い
は
不
要
と
踏
ん
で
臨

ん
だ
神
学
院
の
試
験
に
合
格
。

天
使
が
枕
元
に
立
っ
た
の
で

も
、
光
に
う
た
れ
た
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
自
ら

の
意
志
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ

で
僕
は
導
か
れ
て
い
た
の
か

も
。青

年
期
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
学

ぶ
機
会
を
得
た
僕
が
、
少
年
期

に
初
め
て
し
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
は
「
パ
ー
ド
レ
」（
神
父
）。

そ
れ
は
僕
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
を

結
ぶ
さ
さ
や
か
な
予
兆
。
で
も

今
、
神
学
院
入
学
以
来
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
道
が
真
実
、
み
旨
で
あ

る
な
ら
、
僕
は
そ
れ
こ
そ
「
パ

ー
ド
レ
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
で
あ
る
と
し
た
ら
、

少
年
期
の
邂
逅
は
、
僕
の
行
く

末
の
予
定
表
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
。
今
、
神
学
院
で
学
び
な

が
ら
、
僕
は
こ
の
不
思
議
な
導

き
に
畏
れ
さ
え
感
じ
て
い
る
次

第
で
す
。（
哲
学
科
一
年
）

俳
　
句

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

一
つ
で
も
集
ま
る
笑
顔
豊
水
に

も
ず
の
声
あ
の
日
の
想
い
今
こ
こ
に

鹿
児
島
市
　
徳
永
ノ
ブ
子

生
か
さ
れ
て
神
に
感
謝
の
敬
老
会

秋
晴
れ
の
外
の
明
る
さ
部
屋
に
入
れ

秋
草
を
活
け
て
野
良
に
立
つ
如
し

奄
美
市
　
林
　
　
常
広

秋
深
し
風
吹
き
た
る
や
枯
れ
落
葉

国
分
教
会
　
政
　
ノ
ブ
子

主
の
仰
ぐ
満
月
今
も
世
を
照
ら
す

手
作
り
の
扇
子
に
描
く
夢
一
字

短
　
歌

鴨
池
教
会
　
前
田
　
儀
子

木
犀
の
し
き
り
に
匂
ふ
縁
先
に
「
赤
光
」
を
読
む

至
福
の
時
か

孫
の
弾
く
シ
ョ
パ
ン
の
夜
想
曲
き
き
な
が
ら
長
生

き
せ
ね
ば
と
腹
か
ら
お
も
ふ

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
　
和

ロ
ザ
リ
オ
の
こ
の
一
連
に
思
い
こ
め
希
望
の
明
日

を
御
嶽
山
に

秋
雨
や
そ
れ
に
も
め
げ
ず
運
動
会
グ
ラ
ン
ド
染
め

る
乙
女
ら
の
舞
い

出
水
教
会
　
遠
竹
　
睦
郎

身
体
に
障
害
あ
る
少
年
の
語
ら
ひ
に
笑
ひ
を
誘
ふ

秋
の
一
夜

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
女
性
の
尊
厳
て
ふ

本
購
ひ
て
我
が
家
で
読
み
ゆ
く
静
か
な
秋
の
夜

文

芸

な
ぜ
、
今
、
班
制
度
な
の
か
①

教
区
評
議
会
に
お
け
る
永
山
幸
弘
神
父
の
講
話

っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
大
き
な

力
を
持
っ
て
お
り
、
彼
ら
に
主

導
さ
せ
た
方
が
司
牧
評
議
会
の

活
動
が
機
能
的
に
動
く
と
予
想

さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
規
約
に
違

反
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
班

の
使
命
か
ら
外
れ
て
い
っ
た
原

因
と
言
え
る
。

❺
班
制
度
活
性
化
の
一
つ
の
試

み班
制
度
と
信
徒
使
徒
職
団
体

の
基
本
的
な
理
念
と
違
い
の
理

解
を
図
り
、
二
〇
一
四
年
四
月

か
ら
、
司
牧
評
議
会
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
壮
年
会
・
婦
人
会
・
青

年
会
と
い
う
信
徒
使
徒
職
団
体

の
メ
ン
バ
ー
を
外
し
た
。
当
初

は
困
惑
・
反
発
も
あ
っ
た
が
、

少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
き
た
。

ま
た
こ
の
こ
と
は
、
高
齢
化
に

よ
り
、
今
が
変
革
の
時
期
だ
っ

た
と
も
考
え
る
。

頑張っています！神学生
日本カトリック神学院 諏 訪 勝 郎

日
　
時：

11
月
29
日
（
土
）
13
時
30
分

場
　
所：

鴨
池
教
会
　
　
　
参
加
費：

献
金
形
式

対
　
象：

オ
ル
ガ
ン
奉
仕
者
、
聖
歌
奉
仕
者

指
　
導：

典
礼
聖
歌
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
Ｔ
Ｓ
Ｅ
）

※
16
時
か
ら
は
小
川
神
父
司
式
に
よ
る
歌
唱
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
翌
日
30
日
（
日
）
に
は
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で

の
主
日
の
ミ
サ
（
9
時
）
後
、
指
導
に
当
た
っ
た
Ｔ
Ｓ
Ｅ
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

教
区
評
議
会
で
永
山
神
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
班
制
度
の

重
要
性
」。
教
区
報
で
は
、
永
山
神
父
の
講
話
と
そ
の
後

の
質
疑
応
答
を
数
回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。

オ
ル
ガ
ン
演
奏
者
の
た
め
の
研
修
会

ミ
サ
典
礼
で
の
良
い
奉
仕
を
目
指
し
て

キッペス神父の黙想会

共にイエズスを囲んで
12月13日10時～14日16時

場　所：マリア山荘
費　用：10,000円

（宿泊・食費込み）
申　込：090-2083-9223（福沢）


